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た肯定的な心理的感覚も活動継続の要因としてはたらいた
と捉えられる。活動を通して、人と人との関わりが生まれ、
信頼関係の成立を協力者一人ひとりが実感していた。
子ども達の側に視点を向けると、協力者との関わりを楽

しみ、信頼関係を築いていたと認識しているのかどうかに
関しては、明確な検証をすることはできない。しかし、本
心を語り出し、協力者の来訪を楽しみに待っている子ども
達の姿から、子ども達にとっても協力者が信頼を寄せる対
象であったと推察される。
活動の際に子ども達と協力者との関係に関しては、対等

性が生じていたと推察される。筆者は過去に支援する側と
支援される側という二者で構成される環境の在り方として、
二者間でやりとりが連続して繰り返し生まれる応答的環境
が社会性の向上に効果があるという点を報告した（村上，

）。本報告における子ども達と協力者の間にもそのよ
うな応答性豊かな環境が発現し、そこで醸成された楽しい
という感情、信頼関係がボランティア活動の継続に強く作
用したと考えられる。
ボランティア活動の原則の一つとして、先述のとおり先

駆性がある。本報告における継続要因の分析からは他に先
駆けて開発的に実践されたという面を明確に読み取ること
はできない。しかし、対象の子ども達と信頼関係を築き、
自発的に継続した活動自体に、不登校支援という現代の教
育を巡る課題解決への貢献としての意味が見出せると考え
る。今後の分析において、今回対象としなかった活動過程
で大切にしたこと、当事者に代わり広く伝えたいことにつ
いて分析を進めたいと考える。
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